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ご

利
益
情
報
の

内
容
を
分
析
し
た
E
で

、

従
来
流
行
神
と

さ
れ
て

き
た

神

仏
と

比
較
し
て

そ

の

特
徴
を
ま
と

め
た

。

 
出
現
形
態

。

宮
田
登
は

寺
院

の

境
内
仏
に

特
別
な
霊
験
を

付
与
し
て、

流

行
神
仏
と

な
っ

た

例
の

他、

一

般
に
流
行
神
仏
の

出
現
の

仕
方
に

は、

土

中
出
現
型
・

空
中
飛
来
型
・

海
E
漂
着
型
の

三

タ

イ

プ
が
あ
る

と
述
べ

た
が

（
宮
田
登
『

近
世
の

流
行

神
』

一

九
七

二
、

三
一
）

、

仙

台
幸
子
の

場
合
は

そ
の

い

ず

れ
に
も

属
せ

ず、

イ
ン

タ

ー

ネ
ッ

ト

と

い

う
バ

ー

チ
ャ

ル

な
世
界
か

ら

始
ま
っ

た
。

こ

れ

は

ま
さ

に
、

イ

ン

タ

ー

ネ
ッ

ト
が
普
及
し
て

い

る

現
代
な
ら

で

は

の

出

現
過

程
と
三
凵

え
る
。

 一
宗
教
者
の

関
与

。

流

行
神
が

展
開

し
て

い

く

場

合
、

必
ず
神
や
仏
の

新
し
い

霊
験
を
創
作
す
る

宗
教

者
が

介
在
し
て

い

る

と

宮
田
は

論
じ

た
〔
同

前、

二

八
）

。

こ

の

点、

鈴
木
岩
弓
が

取
り
上

げ

た

「

首
無
地

蔵
」

や

「

横
樋
観
音
」

の

事
例
に

お

い

て

も
、

民
間

宗
教
者

の

関
与
が

確
認
さ
れ
た
（
鈴
木
岩
弓

『

「

流

行
神」

の

形
成
と
そ

の

展
開

に

関

す
る

実

証
的

研
究

　
　
中
国
地
方
の

事
例
を
中
心
に
』

】

九
九
二
、

四

五
）

。

そ
れ

に

対
し
て

、

仙
台
幸
子
の

場
合
は

全

く
宗
教

者
が

関
与
せ

ず
、

仙
台

幸
子
の

情

報
を

世
に

知

ら
せ
た

の

は

俗
人
の

実
の

娘
で

あ
っ

た
。

娘
の

峰
ハ

チ
ヨ

は

従
来
の

民

間
宗
教

者
と

同
じ
よ

う
に
、

仙

台
幸
子

の

「

霊
験
」

を
世
に

知
ら
し
め

る

役
割
を

果
た
し

て

き
た

。

 
信
仰
者
の

関
わ

り
方

。

こ

れ
ま
で

指
摘
さ

れ
て

き
た
流

行
神
の

事
例
か

ら
は
、

信
仰

者
と

神
仏
と
の

関
わ

り
方
は
ど

れ

も
「

参
詣
」

を

通
じ
て

な
さ

れ
て

い

た
。

そ
れ
ゆ
え、

参
詣
者
の

多
寡
か

ら
流
行
り
の

度
合
い

を

把
握
す
る

こ

と

も
可
能
で

あ
っ

た
。

こ

の

点
仙
台
幸
子
の

場
合
は

そ
の

鎮
座
地

が
な
い

た

め
、

「

参
詣
」

の

よ

う
な

行
動
が
確

認
で

き
な
か
っ

た
。

神
仏
に

対
し

て

人
が

関
わ
る

現
実
空
閭
が

な
い

点
は
、

従
来
の

流
行
神
に

は

み

ら
れ

な

い

点
で

あ
る
。

　

総
じ
て

言
え
ば
、

仙
台
幸
子
が
流
行
し
て

い

っ

た

過
程
に

お

い

て
、

イ

ン

タ
ー

ネ
ッ

ト

は

重
要
な
役
割
を

果
た

し
て

い

た
。

イ

ン

タ

ー

ネ
ッ

ト
を

通
じ
る

こ

と

で
、

人
と

神
仏
と

の

関
わ

り

方
に

変
化
が
生
じ

、

「

参
詣
」

を
通
じ

た

直
接
接
触
が

不
要
と

な
っ

た

の

で

あ
る
。

仙
台
幸
子
の

流
行
か

ら
は
、

現
代
人

が

抱
え
て

い

る

「

神
仏
の

所
に

行
か

な

く
て

も
、

ご

利
益

が
あ
れ

ば
」

と
い

う
現

世
利
益

志
向
を

伺
う
こ

と

が

で

き
る
。

今
後
は
、

イ
ン

タ

ー

ネ
ッ

ト
と
い

う
バ

ー

チ

ャ

ル

空

間
に

お
け

る

信
仰
の

あ

り
方
に

注
目
す
る

必

要
が

あ
る

と

考
え
る

。

祝
（

ハ

フ

リ
）

と

動
物
供
犠

鈴

木

良

幸

　
「

ハ

フ

リ
」

「

ホ
オ

リ
」

「

ハ

オ
リ
」

な
ど
の

呼
称
は、

銀

鏡
神
社
（

宮

崎
県
西

都
市）
、

諏
訪
大
社
（
長
野
県
諏
訪
市
と

茅
野
市
）

、

愛
知

県
北
設

楽
郡
の

数

社、

大
山

祗
神
社
（
愛
媛
県
越

智
郡

大
三

嶋

町）

な

ど

に

残

る、

ま
た
は

残
っ

て

い

た

こ

と

が
知
ら
れ
る

。

さ
ら
に

柳
田
に

よ

れ

ば
、

山
間
部
や
諸
島
な
ど

に

点
在
し
て
つ

た
わ

っ

て

い

る

（
柳
田
国
男

『

定
本

柳
田
国
男
集
第
十
巻
』

筑
摩
書
房、

一

九
六
九、

二

七
五

−
二

七

七
）

。

　

動
物
供
犠
に
は
、

屠
り

（

ハ

フ

リ）

が
つ

い

て

ま
わ

る
。

古
代
に

お
い

て
、

あ
る
も
の

の

死
に

は
、

さ
ま
ざ
ま
な
崇
り
や

恨
み
が
作
用
し
て

い

る

と

考
え

ら
れ

た
。

動
物
の

死

に

は
、

人
間
の

行
な
い

に
よ

る

祟
り
や

恨
み

な
ど
、

さ
ま

ざ
ま
な

要
素
が

凝
縮
さ

れ
て

結
果
す
る

。

そ
れ

は

乱
獲
や
独

占
な
ど
の

例
を
あ
げ
る

ま
で

も
な
く、

人
間
と

動
物
の

み
な

ら

ず
、

動
物

を

取
り
巻
く
人
間
と
人

間
の

問
に

も

複
合
し

て

関
連
し
う
る
。

こ

の

よ

う
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に
、

パ

フ

リ
と

い

う
呼
称
の

古
態
に

つ

い

て

考
え
る

こ

と
は
、

動
物
を

殺

す
こ

と
と

宗
教
儀
礼
と

の

関

係
の

古
層
を

考
え
る
一

つ

の

ア

プ

ロ

ー

チ

と

な
り

う
る

。

　
ハ

フ

リ

に

は
、

律
令
以
前
か

ら
の

長
く
重
層
的
な
歴
史
が

あ
る
。

お
よ

そ
村
々

の

土

酋
と

し
て

存
在
し

た

ハ

フ

リ
は、

律
令
制
度
に

よ

っ

て

国
家

の

組

織
に

組
み

込
ま
れ
て

い

く
。

本
報
告
で

は
、

律
令
制
施
行
当
時
の

古

文
献
を

検
証
し
な
お

す
こ

と
で、

ハ

フ

リ
の

原
像
に

ア

プ
ロ

ー

チ

す
る

こ

と
を
企

図
し

た
。

　
西

郷
に

よ

れ

ば

「

パ

フ

リ
」

の

語
は、

「

屠
り

」

「

祝
部
」

「

葬
り

」

「

放

り
」

「

溢
り

」

と

も

通
じ、

根
底
に

は

「

屠
る
」

こ

と

が
あ
る

と

指
摘

す

る
。

さ
ら

に

「

ハ

フ

リ
」

は
、

占
代
に

お
い

て

は

村
々

の

土

酋
に

近
い

存

在
で

あ
り、

村
々

の

神
を
い

つ

く
ハ

フ

リ

は
、

イ

ケ
ニ

へ

を

屠
り、

神
を

饗
し
、

神
と

交
わ
る

巫

者
で

あ
っ

た

と

推
定
し
て

い

る

（

西
郷
信
綱
「

神

話
と

国
家
』

　一

九
七

七
、

一

六
七

−
一

七
〇
）

。

　

以
ヒ
を
ふ

ま
え
て

『

古
事
記』

「

日
本
書

紀
』

「

播
磨
国

風
土

記
』

『

万

葉
集
』

に
お
け
る
、

最
占
と

み
ら

れ
る

「

ハ

フ

リ
」

の

使
用
事
例
を
分
析

す
る

と
、

そ
の

概
念
は
、

以
下
の

よ

う
に

ま

と
め

る

こ

と

が
で

き
る

。

ま

ず
前
提
と

し
て
パ

フ

リ

は、

村
々

の

土
酋
的
な
存
在
で

あ
っ

た
。

次
に、

動

詞
と

し
て

の

「

パ

フ

リ
」

は
、

死
ぬ

こ

と
、

殺

す
こ

と

に

深
く

関
わ

り、

2
）

特
に

死
ん

で

魂
が
離
れ
て

い

く
と

い

う
意
味
を
も
つ

。

ま
た
、

個

人
的、

社
会

的
な

災
い

を

祓

う
役
割
の

呼
称
と

し

て

の

「

パ

フ

リ
」

は、

（

二
）

呪
術
に

た

け、

身
を
つ

つ

し
ん

で
、

永
遠
に
奉
仕
す
る

犠

牲
を

は
ら
い

、

神
に

イ

ツ

キ

祭
る

者
を
さ
す

。

こ

れ

に

よ

り
神
憑

り
し

て
、

神

意
を
つ

た
え
る

者
で

あ
る

。

ゆ

え
に

そ
の

行

為
は
神
の

行
為
と
さ

れ
る

。

さ

ら

に
、

（

＝
）

殺
さ

れ

た
、

ま

た

は

意
に

そ

ぐ
わ

な
い

死

者
の

魂
を

祭

り、

た
た

り
を

祓
う
者
で

あ
る

。

だ

が
そ
れ

に

は

命
と
い

う
最
大
の

犠
牲

が

必
要
と
な

る

こ

と

も
あ
る

。

こ

れ
が
発
展
し
て
、

葬
儀
す
る

こ

と

も
指

す。

こ

う
し

た

祭
を

怠
る

と
、

た

た

り
に

遭
い

閑
っ

た

こ

と
、

立

ち

行
か

ぬ

こ

と

が
起
こ

る
。

よ

っ

て

神
に

イ
ツ

キ

祭
る

こ

と
が
重
要
と
な
る

。

西

郷
に

よ

れ
ば

「

マ

ツ

ル

は
、

目
上
の

も
の

に

何
か

を
献
ず
る
の

が
本
義
で

あ
る

。

そ
れ
に

対
し

、

イ
ツ

ク
は
身
を
つ

つ

し
み
、

聖
な
る
も
の

に

仕
え

る

こ

と
」

を
さ
す
（
西
郷
信
綱

『

古

事
記
注
釈

　
第
一

巻
』

平
凡
社

、

一

九
七

五
、

一

＝

八
ー

二
一

九）
。

　

ま
た

ハ

フ

リ

が
イ
ツ

ク

対

象
は

、

意
に

そ
ぐ
わ

な
い

死
を
と

げ
た

者、

荒
ぶ

る

国
つ

神
な
ど
の

生

者、

災
い

を
も
た

ら

す

自
然、

木
な
ど
の

自

然、

刀
な
ど
の

優
れ

た

物
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
で

あ
っ

た
。

　

以
ト

の

こ

と
か
ら

、

動
物
供

義
と
の

関
係
に

焦
点
を

あ
て

れ

ば
、

次
の

こ

と
が
い

え
よ

う。

不
慮
の

死
を
と

げ
た
も
の

を
、

ハ

フ

リ

が

ま
つ

る

こ

と
は

、

動
物
を

屠
っ

た

（

不
慮
の

死
を
と

げ
た）

際
に

ハ

フ

リ
が

身
を
つ

つ

し

ん

で
、

そ

の

魂
に

イ

ツ

キ

ま

つ

る

こ

と
に

つ

な
が
る

の

で

は

な
い

だ

ろ

う
か

。

　

当
時
の

世
界
観
に

お

い

て
、

自
ら

の

行
為
の

善
性
は
、

ふ

り
か

か
る

災

い

に

よ
っ

て

判
断
さ
れ

た
。

災
い

が

起
き
る

と
、

祟
り

を
祓
う
こ

と

で

善

へ

と

導
き、

世
間
の

秩
序
を

も
た

ら

そ
う
と
し

た
。

如

何
様
な
力
と

も
な

る
荒
ぶ

る

神
や

人
間
の

力
を
越
え
た

災
い

に

は
、

パ

フ

リ
の

よ
う
な
身
を

つ

つ

し

み、

清
浄
さ
を

も
つ
、

神
で

あ
り
人

間
で

も
あ

る

者
が
秩
序
を
形

成
す
る

必
要．
が
あ
っ

た

の

だ

と

考
え
ら
れ
る

。
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